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　省エネや節水などの活

動により、エネルギーや

資源を無駄なく使うこと

で、コスト削減と地球環

境に優しい病院の実現

を目指し、2005 年から

「もったいないプロジェ

クト」をスタートさせた。

「入浴介助時のシャワー

を出したままにしない」

「不使用時の消灯」「冷暖

房のきき過ぎをなくす」

などの地道な取り組み

も、ローコストオペレー

ションによるコスト意識

の高さから、組織に根ざしていった。

　もったいないプロジェクトではコスト削減によ

り生じた資金を、設備の省エネ化などの投資に振

り分けたことも大きな特徴。2006 年に NEDO の

助成金を利用して、重井医学研究所附属病院の屋

上に太陽光発電設備を設置した。助成金を含む工

事費用の総額は約 7,200 万円に上る。当初、発電

量を約 7 万 kWh と想定していたが、実際はほぼ

8 ～ 9 万 kWh の水準で推移し、この発電量は、病

院全体の電力消費量の約 3％を占め、すでに設備

投資額を電気料金削減額で回収済みの計算になっ

ている。

　ローコストオペレーションやもったいないプロ

ジェクトは、多くの雑誌などに取りあげられた。

それぞれの取り組みは、今や創和会の組織文化に

なったと言っても過言ではないだろう。
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重井文博：日経ヘルスケア　2007 年 9 月　しげい病院

のローコスト経営術

松江佳子：看護部マネジメント　2008 年 11 月　「もっ

たいないプロジェクト」への看護部の取り組み

Hint　2009 年 9 月号　経営悪化の危機感が原動力に！

病院を上げてローコスト化を推進

矢野経済研究所　2018 年度版　太陽光発電設備運用・

セカンダリー市場の現状と将来展望

緑のカーテンで省エネも

太陽光発電設備

看護系雑誌からも、原稿執筆の依頼を受けました



　2011 年 3 月 11 日の東日本

大震災。創和会では、被災地を

支援する活動を継続してきまし

た。災害発生直後には義援金に

加え支援物資として、医薬品や

医療材料に加え、職員が持ち寄っ

たタオル等を行政や病院団体を

通じて寄託しました。

ジャパンハートを通じた被
災地支援
　また、被災地で医療支援活動

を継続的に取り組んでいた NPO
法人ジャパンハートに、ローコ

スト提案額の１割を支援金にし

ました。また、こどもへの心の

ケアのために小児科医や言語聴

覚士を現地に派遣する活動も行

いました。

　2011 年 12 月 27 日にジャパ

ンハートは宮城県石巻市に「ジャ

パンハート　こども・内科クリ

ニック」を開設し、同施設へ医

師等を派遣する形で、継続的に

現地の医療支援活動も行いまし

た。

　2012 年 1 月 22 日 に は、 仙

台で開催された日本腎臓リハビ

リテーション学会への参加の折、

重井理事長自身が「ジャパンハー

ト　こども・内科クリニック」

を訪問。当時、研究所附属病院

から災害支援派遣をされていた

吉岡小児科医長から、現地の状

況の報告を受け、継続的な支援

を痛切に感じた、というエピソー

ドも残されています。

今も被災者支援を続けてい
ます
　2014 年 1 月、石巻地域の医

療機関数が震災前の 90％まで回

復し、ジャパンハートのクリニッ

クが運営を休止して以降は、被

災地の子供たちを支援する団体

に対して、ローコスト提案額の

１割を寄付する活動を継続して

います。

　2018 年 7 月 7 日。私たち岡

山県民は思いもよらぬ豪雨災害

を経験しました。被災地の復興

を願うと供に、災害から学んだ

教訓を活かしていきましょう。　
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東日本大震災の被災地支援

クリニックの全景

震災支援活動中の研究所附属病院の吉岡医師
（左）と重井理事長（右）

石巻

ローコスト提案による東日本大震災への寄付額（円）

2011 年 4 月～ 2014 年 1 月 NPO 法人ジャパンハート 7,816,337

2014 年 12 月 あしなが東日本大震災維持支援募金 717,383

2016 年 3 月～ 2017 年 4 月 東日本大震災ふくしまこども寄付金 2,708,645

2018 年 11 月 高校生対象給付型奨学金「まなべる基金」 921,592

合　　　計 12,163,957



「リハで人を幸せに」これはしげい病院のリハ
ビリテーションの理念です

眼下にパノラマが展開する憩いの場所
日常生活リハビリルーム

南館温室のステンドグラスにとまる 1 匹のト
ンボ

日常生活リハビリルームから見た山田グリーン
パークの満開の桜

アスエコ−岡山県環境保全事業団主催の緑の
カーテンコンテストでは 2 年連続して最優秀
賞を受賞

県内では唯一のオーバーナイト専用透析室

風通しのよいウッドデッキでは入院中も季節を
感じることができます

こもれびロードと名付けられた長い通路で行う
リハビリテーション

春には満開の桜並木がしげい病院を彩ります

周囲を覆うツツジの花

陽光が差しこむ吹抜は外来フロアを明るく開放
的にしています

緑に覆われる初夏　あふれる自然は患者さんや
職員の心を癒やしてくれます
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恵まれた施設と環境

しげい病院

重井医学研究所附属病院
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福利厚生

■  永年勤続者海外研修制度

■  職員旅行

創和会では以下をはじめとして福利厚生の充実に取り組んでいます。

・ 職員旅行

・永年勤続表彰制度、永年勤続者海外研修制度

・倉敷天領夏祭り、おかやま桃太郎まつり　うらじゃなどイベント参加費の補助

・サークル活動助成制度

・ボウリング大会、ソフトボール大会、夏祭りなどの開催

・学会・研修会・講習会への参加費補助

・療育費、住宅、駐車場費の補助、冠婚葬祭、入院時のお見舞金など

創和会では職員間のコミュ

ニ ケ ー シ ョ ン 向 上 の た め、

2010 年度より 2 年に一度の

ペースで行っています。

2 月下旬に職員アンケートを

行い、4 月に正式に参加申し

込みを受け付けます。実施期

間は 5 月～ 11 月までで、目

的や勤務の都合によって日帰

り、1 泊 2 日、2 泊 3 日のコー

スが選択でき、職員家族も参

加可能なコースがあります。

職員旅行終了後は職員満足度

調査を行い次回旅行の参考と

しています。

職員の永年にわたる組織への

貢献をたたえ、勤続 10 年、

20 年、30 年の節目に永年勤

続表彰を行うとともに、ハワ

イ（勤続 10 年）、ヨーロッ

パ（勤続 20 年）への研修旅

行への参加の機会が与えられ

ます。研修旅行に参加し、異

文化にふれ、心身ともにリ

フレッシュすることで、更な

るモチベーションの向上に繋

がっています。



■  創和会忘年会

創和会の職員が一堂に会す

る、年に一度の祭典「創和会

忘年会」は毎年 12 月中旬に

開催されます。

「最優秀賞」をはじめ様々な

部門賞が準備されています。
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■  倉敷天領夏祭り ■  おかやま桃太郎まつり うらじゃ

■  ボウリング大会・ソフトボール大会・夏祭り

2018 年
「おどって！踊って！！ダンシ

ングゥ～！？」
（研究所附属病院有志）

2017 年
コメコメディカル CLUB with D

（しげい病院　コメディカル新人）

2016 年
「絆を繋ぐ」

（研究所附属病院　看護部門）

2015 年
「ダンシング しげい族」

（しげい病院 コメディカル・医局チーム）

2014 年
「at home of SYS」
（研究所附属病院　薬剤師チーム）

最優秀賞（過去5年）

毎年 7 月に開催される倉敷

天領夏祭りには、しげい病

院から多数の職員が猛練習

をして参加しています。

研究所附属病院では、職員間

のコミュニケーションを深め

るために、各種のレクリエー

ションを開催しています。

毎年 8 月に研究所附属病院

有志一同は「温羅★重井連」

として「うらじゃ祭り」に

参加し熱く演舞しています。
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学会と研究会
■  第 6 回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会

■  第 11 回日本クリアランスギャップ研究会学術集会

2016 年 3／ 26㈯・27㈰
岡山コンベンションセンター

2016 年 8／ 27㈯・28㈰
岡山コンベンションセンター

岡山大学病院長　槇野博史先生が大会長を、重井文博理事長が副大会長を務めた。参加者数

1,550 名、一般演題 239 題、創和会職員が 34 題の演題発表を行い、学術大会の成功の一

助を担った。

重井医学研究所附属病院　櫻間教文医師が大会長を務め、腎臓リハビリテーション学会と同

じ 2016 年に開催。血液透析モニタリングを生活の質向上に繋げられるか～クリアランス

ギャップの新しい価値を模索する～をテーマに、2 日間で 302 名の参加と盛会であった。



83常に生きがいのある職場を目指して

■  第 6 回日本ノルディック・ウォーク学会学術大会

■  第 7 回透析医療マネジメント研究会 in 岡山

2017 年 11 ／ 11㈯
倉敷市芸文館 別館

2015 年 9／ 12㈯・13㈰
しげい病院 かわせみホール

重井文博理事長が大会長を務め開催。全国のノルディックウォーカーや関連企業、大学や病

院関係者など 200 人を超える関係者が集まった。翌日には学会記念ウォークとして総勢 80
名が児島・下津井でのノルディック・ウォークを楽しんだ。

規模の大きな透析施設間の情報交換の場として、しげい病院で開催し県外の施設から 46 名

の参加があった。しげい病院の施設見学や、テーマを絞ったディスカッションを行った。



　皆さま、ノルディック・ウォー

ク（以下 NW）という言葉をご

存知でしょうか。最近、2 本の

ポール（杖ではありません）で

ウォーキングを楽しんでいる姿

をチラホラ見かけませんか。こ

のウォーキング方法には、通常

のウォーキングには無い、さま

ざまな効果、魅力があります。

例えば、2 本のポールを持つこ

とで、ウォーキングが二足歩行

から四足歩行に。負荷が分散さ

れる結果、膝などの関節や下肢

の筋肉、腰にかかる負担（重力）

を軽減（分散）させ、歩くのが

楽になると感じるのが特徴です。

上体のバランスを保つことで転

倒リスクを減らし、2 本使用で

２倍以上の転ばぬ杖の効果を発

揮します。腕を振ることで腕や

肩、背筋など上半身を使うゆえ

に、全身筋肉の 90％以上を使用

することとなり、エネルギー消

費量は通常ウォークの 1.2 倍以

上、歩行速度によっては 1.5 倍

にもなります。ポールを後ろに

突くことで推進力がついて、歩

行速度 UP とともに歩幅が広が

り、結果として背すじが真っ直

ぐ伸びて理想的なウォーキング

フォームとなります。

　私の NW との出会いは、登山

と雪の野山を楽しむバックカン

トリースキーが趣味であったこ

とからです。20 年前の春、信州

八ヶ岳からの下山中に極度の膝

84 常に生きがいのある職場を目指して

ノルディック・ウォークの普及が
私のライフワークです

日本ノルディック・ウォーク学会　大会長として開会の挨拶

日本ノルディック・ウォーク学会　理事　重 井 文 博

翌日には記念ウォークを企画　瀬戸大橋をバックに集合写真



痛から動けなくなり、危うく遭

難しかけた経験から一時は登山

を諦めかけたのですが、2 本の

ポール使用で膝・下肢痛が起こ

らない、そして登り下りが楽に

なることを体験し、おかげで今

も北アルプスや東北の山々を楽

しんでいます。そしてその時か

らフィジカルトレーニング、健

康増進から介護予防、リハビリ

にいたるまで広く活用が期待で

きる NW を世間に広めること

が、私のライフワークの一つに

なりました。今から 2 年前、倉

敷にて第 6 回日本ノルディック・

ウォーク学会学術大会を主催し

ました。本学会の目的は NW の

学術的研究を推進し、その手法

を確立することにより、リハビ

リテーションや種々の運動療法

への取り組みを行い、子どもか

ら大人まで、一般市民や障害者・

高齢者の健康増進、QOL 向上に

寄与することにあります。

　最近聞かれるようになった通

称ロコモ、すなわち「ロコモティ

ブ−シンドローム」とは、骨関

節・筋肉など体を支えたり動か

したりする運動器の機能が低下

し、要介護や寝たきりになる危

険が高い状態のことです。日本

整形外科学会が 2007 年に提唱

したもので、予防運動のロコモー

ショントレーニング（ロコトレ）

の実践を呼びかけていますが、

姿勢保持の不安定な方でも２本

のポールで可能となるストレッ

チを含めた NW エクササイズは、

ロコトレにぴったりの方法です。

　2019 年５月５～６日に岡山

大学医学部創立 150 周年記念

な ら び に SDGs 支 援 プ ロ ジ ェ

クトである「岡山大学・山陽新

聞　健康フェスタ in Okayama 

2019」第２回が開催されました。

昨年に引き続き、同フェスタに

おいて講演と昨年好評でした体

験会を、そして岡山県 NW 連盟

展示ブース（ポールの販売有り）

を開設する機会をいただきまし

た。

　職員のみなさんと供に（巻き

込んで）行ってきた、ノルディッ

ク・ウォークの普及活動。創和

会 60 年の歴史を語る上でも欠

かせませんよね！
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岡山ハートフルウォークでは、患者さまと NW

岡山大学・山陽新聞　健康フェスタ
in okayama での体験会



86 年表

重井病院（しげい病院） 重井医学研究所附属病院 重井医学研究所　重井薬用植物園　倉敷昆虫館　創和会
1958（昭和 33 年） 1 月

5月
・医療法人創和会を設立
・ 重井病院開設　60 床（一般 32 床、結核 28 床）

1958（昭和 33 年）

1962（昭和 37 年） 5 月 ・南館竣工　外科併設　120 床に増床 1962（昭和 37 年） 11 月 ・倉敷昆虫館開館

1964（昭和 39 年） 4 月 ・ 病床数変更　136 床（一般 95 床、結核 41 床） 1964（昭和 39 年） 12 月 ・重井薬用植物園開設開園

1968（昭和 43 年） 4 月
11 月

・南館南側 4 階増築落成
・ 岡山県初キール透析装置（ミルトン社製 2 式）

導入　試験的透析開始

1968（昭和 43 年）

1970（昭和 45 年） 4 月
5月

・本館落成　人工腎臓センター新設
・病床数変更　250 床

1970（昭和 45 年）

1972（昭和 47 年） 7 月 ・人工腎臓センター増設（本館 4 階） 1972（昭和 47 年）

1973（昭和 48 年） 9 月 ・人工腎臓センター新築完成 1973（昭和 48 年）

1975（昭和 50 年） 5 月

11 月

・本館 7・8 階完成
・倉敷市優良建築建物の表彰を受ける
・本館 3 階増築工事竣工

1975（昭和 50 年）

1976（昭和 51 年） 5 月 ・病床数変更　280 床 1976（昭和 51 年）

1977（昭和 52 年） 1977（昭和 52 年） 6 月 ・ 重井医学研究所建設着工（岡山市山田）

1978（昭和 53 年） 11 月 ・ 重井医学研究所附属病院建設着工（岡山市山田） 1978（昭和 53 年） 4 月 ・重井医学研究所完成　開所式

1979（昭和 54 年） 11 月 ・ 重井医学研究所附属病院完成　開院 100 床
・透析センター開始

1979（昭和 54 年）

1981（昭和 56 年） 4 月 ・病床数変更　124 床 1981（昭和 56 年）

1983（昭和 58 年） 5 月 ・病床数変更　132 床 1983（昭和 58 年）

1985（昭和 60 年） 1985（昭和 60 年） 6 月 ・ 重井医学研究所・重井医学研究所附属病院主催　公開講座その一始まる（後援　都窪医師会）

1987（昭和 62 年） 4 月 ・病床数変更　200 床 1987（昭和 62 年）

1988（昭和 63 年） 4 月 ・血液透析センター、資料室、講義室、増築完成 3 月 ・新館 3 階病棟増築 1988（昭和 63 年） 5 月 ・ 創和会創立 30 周年記念式典、聖路加病院　日野原重明先生講演会、展示会

1996（平成 8 年） 1996（平成 8 年） 8 月 ・重井文博理事長　就任

1997（平成 9 年） 12 月 ・病床数変更　240 床 1997（平成 9 年） 1 月
4月

・創和会幹部会設立、創Ⅰ計画スタート
・創和会本部設置

1998（平成 10 年） 9 月
10 月

・重井病院　名称あらため、しげい病院に
・倉敷しげい訪問看護ステーション開設
・しげい病院　新南館新築
・ 病床数変更　266 床（一般 164 床、療養 102 床）

1 月 ・岡山しげい訪問看護ステーション開設 1998（平成 10 年）

1999（平成 11 年） 6 月 ・6 階病棟増築 1999（平成 11 年）

2000（平成 12 年） 4 月 ・通所リハビリテーション開設
・ 病床数変更　259 床（一般 106 床、療養 99 床、

介護療養 54 床）

2000（平成 12 年）

2001（平成 13 年） 5 月 ・回復期リハビリテーション病棟開設（48 床） 2001（平成 13 年）

2002（平成 14 年） 5 月 ・ 日本医療機能評価機構一般病院種別（B) 認定 2002（平成 14 年）

2003（平成 15 年） 1 月 ・障害者施設等病棟開設（39 床） 2003（平成 15 年）

2004（平成 16 年） 4 月
12 月

・本館増改築完成
・通所介護（デイサービス）開始

1 月 ・小児療育センター完成 2004（平成 16 年）

2005（平成 17 年） 2005（平成 17 年） 8 月 ・創和会　「もったいないプロジェクト」・「チームマイナス 6％」活動開始

2006（平成 18 年） 7 月 ・ソーラー発電開始 2006（平成 18 年）

2007（平成 19 年） 11 月 ・病院機能評価 Ver.5　更新認定 2007（平成 19 年）

2008（平成 20 年） 1 月 ・働きやすい病院評価認定 6 月 ・ 病床数変更　198 床（一般 154 床、療養 44 床） 2008（平成 20 年） 5 月
10 月

・創和会創立 50 周年
・ 健康増進施設「はぁもにぃ倉敷」開設

2010（平成 22 年） 4 月
12 月

・DPC 対象病院
・在宅透析導入（岡山県下初）

2010（平成 22 年）

2012（平成 24 年） 4 月
5月

・新本館増築工事第１期工事完成
・ 病床数変更　256 床（一般 43 床、回リハ 47 床、

障害者 65 床、療養 101 床）

7 月 ・ 病院機能評価 Ver.6 更新認定 2012（平成 24 年） 11 月 ・倉敷昆虫館開館 50 周年

2013（平成 25 年） 7 月
11 月

・新本館増築工事第２期工事完成
・新本館増築工事完成

6 月 ・ ダイアライシスアクセスセンター開設 2013（平成 25 年） 12 月 ・ 倉敷昆虫館リニューアルオープン

2014（平成 26 年） 10 月 ・ 地域包括ケア病棟開設（38 床） 2014（平成 26 年） 12 月 ・重井薬用植物園開園 50 周年

2015（平成 27 年） 3 月 ・働きやすい病院評価　再認証 2 月
3月
6月

・障害者施設等病棟開設（38 床）
・オーバーナイト透析開始
・ 新入院病棟完成（療養 44 床→ 42 床）

2015（平成 27 年） 9 月 ・ 第７回透析医療マネジメント研究会開催

2016（平成 28 年） 8 月 ・ 病床区分変更（一般 41 床、回リハ 96 床、
　障害者 65 床、療養 54 床）

2016（平成 28 年） 3 月 ・ 第６回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会開催

2017（平成 29 年） 6 月 ・周術期管理センター開設 2017（平成 29 年） 11 月 ・ 第６回日本ノルディック・ウォーク学会学術大会開催

2018（平成 30 年） 10 月 ・ 病床区分変更（一般 40 床、地域包括 78 床、
障害者 38 床、療養 42 床）

2018（平成 30 年） 5 月 ・ 創和会創立 60 周年

60 年の歩み



87年表

重井病院（しげい病院） 重井医学研究所附属病院 重井医学研究所　重井薬用植物園　倉敷昆虫館　創和会
1958（昭和 33 年） 1 月

5月
・医療法人創和会を設立
・ 重井病院開設　60 床（一般 32 床、結核 28 床）

1958（昭和 33 年）

1962（昭和 37 年） 5 月 ・南館竣工　外科併設　120 床に増床 1962（昭和 37 年） 11 月 ・倉敷昆虫館開館

1964（昭和 39 年） 4 月 ・ 病床数変更　136 床（一般 95 床、結核 41 床） 1964（昭和 39 年） 12 月 ・重井薬用植物園開設開園

1968（昭和 43 年） 4 月
11 月

・南館南側 4 階増築落成
・ 岡山県初キール透析装置（ミルトン社製 2 式）

導入　試験的透析開始

1968（昭和 43 年）

1970（昭和 45 年） 4 月
5月

・本館落成　人工腎臓センター新設
・病床数変更　250 床

1970（昭和 45 年）

1972（昭和 47 年） 7 月 ・人工腎臓センター増設（本館 4 階） 1972（昭和 47 年）

1973（昭和 48 年） 9 月 ・人工腎臓センター新築完成 1973（昭和 48 年）

1975（昭和 50 年） 5 月

11 月

・本館 7・8 階完成
・倉敷市優良建築建物の表彰を受ける
・本館 3 階増築工事竣工

1975（昭和 50 年）

1976（昭和 51 年） 5 月 ・病床数変更　280 床 1976（昭和 51 年）

1977（昭和 52 年） 1977（昭和 52 年） 6 月 ・ 重井医学研究所建設着工（岡山市山田）

1978（昭和 53 年） 11 月 ・ 重井医学研究所附属病院建設着工（岡山市山田） 1978（昭和 53 年） 4 月 ・重井医学研究所完成　開所式

1979（昭和 54 年） 11 月 ・ 重井医学研究所附属病院完成　開院 100 床
・透析センター開始

1979（昭和 54 年）

1981（昭和 56 年） 4 月 ・病床数変更　124 床 1981（昭和 56 年）

1983（昭和 58 年） 5 月 ・病床数変更　132 床 1983（昭和 58 年）

1985（昭和 60 年） 1985（昭和 60 年） 6 月 ・ 重井医学研究所・重井医学研究所附属病院主催　公開講座その一始まる（後援　都窪医師会）

1987（昭和 62 年） 4 月 ・病床数変更　200 床 1987（昭和 62 年）

1988（昭和 63 年） 4 月 ・血液透析センター、資料室、講義室、増築完成 3 月 ・新館 3 階病棟増築 1988（昭和 63 年） 5 月 ・ 創和会創立 30 周年記念式典、聖路加病院　日野原重明先生講演会、展示会

1996（平成 8 年） 1996（平成 8 年） 8 月 ・重井文博理事長　就任

1997（平成 9 年） 12 月 ・病床数変更　240 床 1997（平成 9 年） 1 月
4月

・創和会幹部会設立、創Ⅰ計画スタート
・創和会本部設置

1998（平成 10 年） 9 月
10 月

・重井病院　名称あらため、しげい病院に
・倉敷しげい訪問看護ステーション開設
・しげい病院　新南館新築
・ 病床数変更　266 床（一般 164 床、療養 102 床）

1 月 ・岡山しげい訪問看護ステーション開設 1998（平成 10 年）

1999（平成 11 年） 6 月 ・6 階病棟増築 1999（平成 11 年）

2000（平成 12 年） 4 月 ・通所リハビリテーション開設
・ 病床数変更　259 床（一般 106 床、療養 99 床、

介護療養 54 床）

2000（平成 12 年）

2001（平成 13 年） 5 月 ・回復期リハビリテーション病棟開設（48 床） 2001（平成 13 年）

2002（平成 14 年） 5 月 ・ 日本医療機能評価機構一般病院種別（B) 認定 2002（平成 14 年）

2003（平成 15 年） 1 月 ・障害者施設等病棟開設（39 床） 2003（平成 15 年）

2004（平成 16 年） 4 月
12 月

・本館増改築完成
・通所介護（デイサービス）開始

1 月 ・小児療育センター完成 2004（平成 16 年）

2005（平成 17 年） 2005（平成 17 年） 8 月 ・創和会　「もったいないプロジェクト」・「チームマイナス 6％」活動開始

2006（平成 18 年） 7 月 ・ソーラー発電開始 2006（平成 18 年）

2007（平成 19 年） 11 月 ・病院機能評価 Ver.5　更新認定 2007（平成 19 年）

2008（平成 20 年） 1 月 ・働きやすい病院評価認定 6 月 ・ 病床数変更　198 床（一般 154 床、療養 44 床） 2008（平成 20 年） 5 月
10 月

・創和会創立 50 周年
・ 健康増進施設「はぁもにぃ倉敷」開設

2010（平成 22 年） 4 月
12 月

・DPC 対象病院
・在宅透析導入（岡山県下初）

2010（平成 22 年）

2012（平成 24 年） 4 月
5月

・新本館増築工事第１期工事完成
・ 病床数変更　256 床（一般 43 床、回リハ 47 床、

障害者 65 床、療養 101 床）

7 月 ・ 病院機能評価 Ver.6 更新認定 2012（平成 24 年） 11 月 ・倉敷昆虫館開館 50 周年

2013（平成 25 年） 7 月
11 月

・新本館増築工事第２期工事完成
・新本館増築工事完成

6 月 ・ ダイアライシスアクセスセンター開設 2013（平成 25 年） 12 月 ・ 倉敷昆虫館リニューアルオープン

2014（平成 26 年） 10 月 ・ 地域包括ケア病棟開設（38 床） 2014（平成 26 年） 12 月 ・重井薬用植物園開園 50 周年

2015（平成 27 年） 3 月 ・働きやすい病院評価　再認証 2 月
3月
6月

・障害者施設等病棟開設（38 床）
・オーバーナイト透析開始
・ 新入院病棟完成（療養 44 床→ 42 床）

2015（平成 27 年） 9 月 ・ 第７回透析医療マネジメント研究会開催

2016（平成 28 年） 8 月 ・ 病床区分変更（一般 41 床、回リハ 96 床、
　障害者 65 床、療養 54 床）

2016（平成 28 年） 3 月 ・ 第６回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会開催

2017（平成 29 年） 6 月 ・周術期管理センター開設 2017（平成 29 年） 11 月 ・ 第６回日本ノルディック・ウォーク学会学術大会開催

2018（平成 30 年） 10 月 ・ 病床区分変更（一般 40 床、地域包括 78 床、
障害者 38 床、療養 42 床）

2018（平成 30 年） 5 月 ・ 創和会創立 60 周年

1958 − 2018
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発行日　2020 年 3月 31日

発　行　医療法人創和会
　　　　岡山県倉敷市幸町２− 30
　　　　TEL.086-422-8113

印　刷　友野印刷株式会社

　このたび栄えある創立 60 周年記念誌の作成の任をいただき、これまでの医療法人

創和会の歴史を振り返ることで、月並みではありますが、改めてその歴史の重みを感

じることができました。

　今回の記念誌の編集方針といたしましては、ある時点を取り上げるのではなく、

創和会のこれまでの流れに焦点を当て、それぞれの分野での歴史を振り返るものとい

たしました。この冊子を手に取られた皆様が、その歴史の流れと共に、それぞれの想

いを感じていただけましたら幸いです。

　他の医療機関の記念誌と比べ、植物園、昆虫館など医療以外の分野の占める割合が

多いのも創和会の特徴です。ナチュラリストであった先代の重井博理事長の熱き想い

は、創和会の精神として脈々と受け継がれ、今日に至っています。人と自然を大切に

未来に夢をつないでいくというその想いは、私たちも誇りに思うところです。

　さて、60 年といえば人生で還暦を迎える時、ただ現在では単なる通過点であり、

新たな出発点であるとも言われています。私たちもこの組織の更なる発展に向け、こ

の先も職員一同弛まぬ努力を重ねて参ります。

　なお、予定より大幅に記念誌の完成が遅れたため、掲載内容や役職等に時差が生じ

ていることにつきましては心よりお詫び申し上げます。

　文末になりますが、この記念誌の作成にあたり、ご多用のところ玉稿をお寄せくだ

さいました諸先生方、そしてご協力をいただいた多くの皆様に心より感謝申し上げま

す。また、作成にあたりご尽力いただいた友野印刷株式会社の皆様にも改めて深く御

礼申し上げます。

　2020 年 3 月

編集委員代表　服部新生  
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